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　平素はｙ剔勅基準行政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り、厚く御比申しあげます．

　さて、厚生労働省が先般策定しました‾第12次労働災害防止計|萌」を踏まえ、兵庫労働局と

してr兵庫第12次労働災害防止推進５か年,汁IIIli･を別添のとお月策定しましたので、ご通知中

し上げます.，

　ａ誠におかれては．本計画の趣旨をご理解いただき、特に|’別紙１咀点施策ごとの課題と

労働災害防止対策」の中欄「行政・団体の行う.刈策」の関係部分について、積極的な推進をお

願いするとともに、傘下の事業場向けの効眼的な指導援助につきましても、特段の御配慮をい

ただきますようお願い申しＬげます。
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別紙１重点施策ごとの課題と労働災害防止対策（日次）

１

　労働災害、業務上疾病発生状況の変化に合わせた対策の重点化

（1）重点とする業種対策

　ア労働災害件数を減少させるための重点業種対策

①
②

第三次産業（特に小売業・社会福祉施設・飲食店）対策

陸上貨物運送事業対策

重篤度の高い労働災害を減少させるための重点業種対策
一
② 建設業対策

製造業対策

イ

（2）重点とする健康確保・職業性疾病対策

①メンタルヘルス対策

②過重労働対策

③腰痛予防対策

④受動喫煙防止対策

（3）業種横断的な取組

　　①リスクアセスメントの普及促進　　

②高年齢労働者対策　・‥

③交通労働災害防止対策

④非正規労働者対策
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⑤化学物質による健康障害防止対策

⑤粉じん障害防止対策　・・・・・

⑦石綿障害予防対策　・・・・・

⑧熱中症予防対策　　●　●●Ｉ●

２行政、労働災害防止団体、業界団体等の連携・協働による労働災害防止の取組

①専門家と労働災害防止団体の活用

②業界団体との逮携による実効性の確保

③産業保健賤関等の活用　●●●　●●

３社会、企業、労働者の安全・健康に対する意識改革の促進

　　　①経営トップの労働者の安全や健康に関する意識の高揚

②公表制度等の勤きへの対応

　　　③労働災害防止に向けた国民全体の安全・健康意識の高揚、

４発注者、製造者、施設等の管理者による敢補強叱

①発注者等による安全衛生への取組強化

②製造段階での機械の安全対策の強化

③労働者以外の人的・社会的影響も担野に入れた対策

４

危険感受性の向上



　計画のねらい

　人は働くことで生計を立て、人生の多くの時間を職場で過ごす。国の経済や社会は、この

ような人々の労働によりて支えられ.てい孔しかし、職場では、日常生活では使うことがな

いような危険な物を扱ったり、危険な場所での作業が必要なこともある。また、心身に影響

が及ぶような過重労働も問題となっている。かつて日本が高度経済成長期にあった時期には

多くの人か、業務上の災害によって尊い命を喀とした。人の生命と健康はかけがえのないも

のであり、どのような杜会でありても、働くことで生命が脅かされたり、健康が損なわれた

りするようなことは、本来あってはならない。

　そして、誰もが安心して健康に働くことができる社会を実現するためには、国や労働災害

防止団体などだけでなく、労働者を雇用ずる事業者、作業を行う労働者、仕事を発注する発

注者、仕事によって生み出される製品やサービスを利用する消費者など、全ての関係者が、

働くことで生命が脅かされ,たり、健康が損なわれ･たりするようなことは、本来あってはなら

ないという意錘を共有し、安全や健康のためにかける必要のあるコストについて正しく理解

Ｌ、それぞれ･が責任ある行動を取るような社会にしていかなければならない．

　平成25年２月25日、平成25年度を初年度とし、厚生労働大臣は平成29年度を目標年度

とする第12次労働災害防止計画を定められたところであるが、この「兵庫第12次労働災害

防止推進５か年計画」は、第12次労働災害防止計画を受け、兵庫県内における労働災害防

止のための中期的な目標を定めるとともに、その目標を達成するに当たって、行政が取るべ

き施策や労働災害防止の実施主体で･ある労働災害防止団体及び事業者が取り組むべき事項

を兵庫労働局長が定めたものであり、国、事業者、労働者をはじめとする関係者が一体とな

って、労働災害防止計画を総合的かつ計画的に推進し、兵庫県内の労働災害の着実な減少を

図ることを狙いとするものである。

２兵嵐第11次労働災害防止推進５か年計画の目標達成度の評価

　平成20年度から平成24年度までに推進した「兵庫第11次労働災害防止推進５か年計画」

ぐ以下「第ｎ次防」という。）における目標は、

①死亡者数について､平成24年において､平成19年と比較して20％以上減少させること。

②休業４日以上の死傷者数について、平成24年において、平成19年と比較Ｌで15％以上　

減少させること。

③労働者の健康確保対策を推進し、定期健康診断における有所見者の上昇傾向に歯止めを

かけ、低下に転じさせること，

の３項目でありた。

グラフ１：死亡者数の推移
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グラフ２：休業４日以上の死傷者数の推移
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表１（死亡者数及び休業４日以上の死傷者数）　　　　　　　　　　　

一一一一

�平成19年 �平成20年 �平成21年�平成22年 �平成23年 �平成24年

死亡者数 �５８ �４９ �４５ �６０ �３７ �４３

死傷者数 �5,475 �5,333 �41568 �416呂0 �4,74g �4j670

　第11次防期間中の労働災害による死亡者数は、グラフ１のとおり234大で、兵庫第

10次労働災害防止推進５か年計圓く以下「第10次訪」という。）期間中の320人と比

較して86大減少するとともに、平成24年の死亡者数は43人となり、目標（早成2,1

年において、平成19年と比較して卸％以上減少）の46人を下回ることができた。

　一方、第11次防期間中の休業４日以上の労働災害による死傷者数については、グラ

フ２のとおり24､0圓人で、第10次防期間中の27,857人と比較して8､857入滅少した

が、平成24年の死傷者数は4,670人となり、目標（平成24年において、平成19年と

比して15％以上減少）の4､653人を僅かながら上回る結果となった。

　労働者の健康確保対策では、定期健康診断における有所見早は、グラフ３のとおり平

成19年に卯､7％であったが、平成20年以降50％を超える状態が続いており、有所見

率の上昇に歯止めをかけることはできなかった。

グラフ３：定期健康診断における有所見率の推移
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３労働者の安全確保をめぐる現状と課題

（1）総括

　県内における労働災害の発生件数は、グラフ１及びグラフ２に見るとおり、長期的には

減少傾向にある。しかし、第11次訪期間中の労働災害の発生状況をみると、死亡災害は平，

成22年には60人と急増し、平成23年には過当最少の37人となったものの、平成24年

は43人と、増加に転じている（グラフ４）。また、休業４日以上の死傷災害（以下「死傷

災害」という。）は、卒成22年、平成23年と２年連続の微増となり、ようやく平成24年

に激減となったものの、大幅な減少は見られない（グラフ５）。

　こうした労働災害の下げ止まり傾向の背景には、製造業や建設業で労働災害が大脳に滅

少してきたものの、サービス産業の批大などで労働者が第三次産業にシフトするとともに、

第三次産業の労働災害発生件数の増加率が労働者数の増加率を上回っていること、また、

陸上貨物還送事業における労働災害発生件数が横ばいであることが考えられる．また、パ

ート・アルバイト、契約社員、派遣社員等非正規労働者の割合が増加しているが、その多

くが第三次産業で就業していることも第三次産業における労働災害の増加に影響を及ぼし

ていると考えられる。さらに、件数が酸少したとはいえ労働災害発生件数の多い製造業、

建設業においては、安全衛生管理のノウハウを有す.る世代の退職により．労働安全衛生対

策の伝承が十分に行われないことや労働安全衛生対策に対する取組水準の低下等、産業現

場の変化も影響を及ぼしていると考えられる。

　平成18年にF危険性又は有害性等の調査等」、すなわちリスクアセヌメントが努力義務

化され．製造業における墜落・転落災害及ぴはさまれ一巻き込まれによる死亡災害の大幅

な減少につながった．一方、建設業においては、墜落・転落災害等重篤な災害が依然とし

て多く発生しているが、これにはリスクアセスメントの導入の遅れも影響していると考え

られ、今後、中小規模事業場と遠眼業についてリスクアセスメントの導入促遥か強く求め

られる。

グラフ４最近５か年の死亡者数
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ふ業種別

　第11次防期間中の労働災害の発生状況を業種別にみると、死亡災害では、建設業が

､35％、製造業23％、運輸交通業が14％を占め、死傷災害では、製造業が28％、運輸交

通業が15％、商業がμ％、建設業が!3％を占めた｛グラフ６）。

　製造業における死傷災害についてより絨かく業種別にみると、食料品製造業が25％、

金属製品製造業が22％を占め､建設業においては､建築工事業が60％､土木工事業が23％

を占めた（グラフ７）。

　第11次防期間中は、重点対象分野として対策に取り組んだ業種のうち、製造業、建設

案．運輸交通業では．労働災害による死亡者数及び死傷者数は第10次防期間と比較して

減少したが、第三次産業では増加している。

グフフ６業種別の死亡者数割合（左図）と死傷音数割合（右図）

一

一 一

　グラフ７

　製造業における死傷災害の業種別割合(左図)と建設業における死傷災害の業種別割合(右

即
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即事業場規模別

　事業場規模別に、第］】次防期間中の労働次官をみると、死亡災害では、１入～９人規

模が郎％､30人～99人規模が25％を占め､また､死傷災害では､１人～29大規模が50％、

30人～99人規模が28％を占めている（グラフ８ｈｌ人～29人規模の事業場の労働者数

が全体の約5o％であることを勘案ｔると、中小規模事業場における労働災害発生割合が

高くなりている。

グラフＳ事業場規複別の死亡者数割合（左図）と死傷者数割合（右図）

{む年齢別

　年齢別に、第11次防期間中の･労働災害をみると、死亡災害では、60歳以上がS6％、

50歳～59歳が19％を占め、また､死傷災害でも、60歳以上が20％､卵歳～59歳が24％

を占めている（グラフ９）。今後、高年齢労働者数のさらなる増加が見込まれる中で、労

働災害を減少させるためには、商年齢労働者の安全衛生対策の充実が重要となる。

グラフ９年齢別の死亡者数割合（左図）と死傷者数割合（右図）

９



（5）事故の型別

　　事故の型別に、第11次防期間中の労働災害ををみると、死亡者数では、「墜落・転落.|　

（32％）、「交通事故」（21％）、「はさまれ一巻き込まれ」（14％）が多く、死傷者数では、

　「転倒」（20％）、「墜落・転落」ぐ16％）.「はさまれ一巻き込まれ」（14％）が多くなっ　

ている（グラフ10），

　　死傷災害について、業種別に事故の型別にみると、次のとおりである．

ア製造業

　　製造業では、「はさまれ.一巻き込まれ」（28％）が最も多く、「転倒」（16％）、「墜落・　

転落」（10％）、「飛来・落下」（9％）、「切れ・こナれ」（9％）と続く。このうち、食料　

晶製造業では、「転倒」（29％）が最も多く、「はさまれ・巻き込まれJC24％）、「切れ・　

こすれ」（12％）、「墜落・転落」咄％）と続く。また、金属製品製造業では、「はさまれ・　

巻き込まれ」（32％）が最も多く、「飛来・落下」（17％〕、「転倒」（8％）、「墜落・転落」　

（S％）と硫く。

イ建設業

　　建設業では、「墜落・転落」（36％）が最も多く、「飛来・落下」（11％）、「はさまれ・　

巻き込まれ」（10％）、「切れ・こすれ」（9％）と続く。このうち、土木工事業では、「墜　

落･転落」（26％）が最も多く、「飛来・落下J05％）、「はさまれ一巻き込まれ」（15％）、

　「激突され」ぐ9％）と続く．建築工事業では、「墜落・転落」（42％）が最も多く．「飛来・　

落下」（10％）、「切れ・こすれ」（10％）と続く。

ウ運輸交通業

　　運輸交通業では、「墜落・転落」（23％）が最も多く、「転倒」（15％）、「動作の反動・　

無理な動作」（14％）、「はさまれ一巻き込まれ」（11％）と硫く。

エ小売業

　　小売業では、「転倒」（31％）が最も多く、「交通事故」（14％）、「墜落･転落」（11％）、

　「動1乍の反動・無理な動作」（10％）と続く。

オ社会福祉施設

　　社会福祉施設では、「動作の反動・無理な動|乍」（34％）が最も多く、「転倒」〔29％）、

　「交通事故」（狛％）と続く。

カビルメンテナンス業

　　ビルメンテナンヌ臭では、r転倒J（6％）が最も多く、「墜落・転落」（24％｝、r動作　

の反動・無理な動作』（8％）と続く。

　グラフ10事故の型別の死亡者数割合（左即と死傷者数割合（右図）
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｜

４労働者の健康確保をめぐる･状況と課題

(Ｄ総括

　　定期健康診断における有所見率は、平成20年以降50％を超える状態が続いている。

　休業４日以上の業務上疾病は、長期的には滅少しているものの、ニこ数年二百数十件台で　

推移している。また、精神障害及び脳・心臓疾患に係る労災認定件数は、ここ数年高い水　

準で推移している。

（幻メンタルヘルス対策及び過重労働対策

　精神障害及び脳・心臓疾患に係る労災認定件数が高い水準で推移しており、メンタルヘル　

ス対策及び過重労働対策について、引き続き重点的取組が必要である。メンタルヘルス不　

読者を増やさないためには、労働者自身によるセルフケアをはしめ、管理監督者や産業保　

健スタッフによるケアなどにより、メンタルヘルス不贋者の早期発見・早期治療を進める　

とともに、メンタルヘルス不調にな引こくい職場環境に改器していくことが必要である｡

　また、倣しい社会経済情勢の中で、業務が複雑化、高度化し、さらに迅速化等が求められ．

　る中､過重労働による健康障害を防止し､労働者の心と体の健康を保持増進するとともに、

　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の観点からも、長時間労働の抑制が求め　

られている。

表２（精神障害及び脳・心臓疾患の労災限定件数の推移）

疾病 �平成18年度�平成L9年度 �平成20年度 �平成21年度�早成2Z年度�早成23年麦

精神障害

脳･心臓疾患

（3）腰痛予防対策

　腰痛は、業務上疾病の約半数を占めており、特に、腰痛が多く発生している社会福祉施

設、小売業、運輸交通業に対する重点的取組が必要である。

グラフ11（業務上疾病、腰痛発生状況）
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㈲化学物質による健康障害防止対策

　　平成24年の印刷業での胆管がんの集団発生を契機に､化学物質取扱事業場における危険　

有害性に応じた適切なばく露防止対策の徹底が急務の課題となっている。また、規制対象　

であるか否かにかかわらぞ、危険有害性の商い化学物質が適切な管理のもとで使用される　

ことを確保するため、事業者の自主的な化学物質管理を促進する必要かある。

１１



(句粉じん障害防止対策

　第11次期聞中のじん肺新規有所見者数は48入で、アーク溶接作業、金属等の研磨作業

の従事者が多くを占めているが、第10次期間中の119人と比較して大幅に減少したCグラ

フ12)。

　平成24年４月に粉じん障害防止規則等の改正が施行されたアーク溶接作業と岩石等の

蹟断等作業に係る粉じん障害防止対策、金属等の研磨作業に係る粉じん障害防叱対策，ず

い遊吟建設工事における粉じん障害防止対策を引き続き推進する必要がある．

　グラフ12じん肺新規有所見者数
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（6）石綿障害予防対策

　今後とも石綿を含んだ建築物の解体作業は増加することが見込まれ､建築物の解体作業にお　

ける石綿障害予防規則反び技術上の指針に基づく措置の適切な実施が必要である。また、石綿　

の製造、便同等が完全に禁止されていない国辱からの輸入品で石綿が含有されている事案が発　

生していることから、石綿等の製造．輸入等の禁止措置の徹底が必要である。また、石綿に係　

る健康管理手帳の交付件数が大幅に増加しており、引き続き健康管理手帳制度について周知を　

召うとともに、健康診断委託医療機関の拡充に努め、退職労働者の健康管理の充実を図る必要　

かある。

グラフ13石綿に係る健康管理手帳の新規交付者数
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贈熱中症予防対策

　夏季を中心に依然として頻発している熱中症への対策の強化が喫緊の課題となってい伝　

表３（熱中症の発生状況）

�平成2］年 �平成22年 �平成23年 �平成24年

熱中症発生件数 �82伴 �324件 �232件 �222件

うち休業４日以上 �５件 �17仲1　16陣 ��９件

猛暑日の日数 �２日 �７日１　２日 ��Ｓ日

き熱中症発生件数「i、呼吸給付データ、休業４口以上の発生件数は．労慟者死傷侑眼借より集肝したもの。

＊猛暑口’最高気温かas度以上）の口数は．石弓から９月までの神９市内におけろ猛暑日のロ数

５計画の期間と目標等

(ｎ計画の期間

　　平成25年度を初年度とし、平成29年度を目標年度とする５か年。

（2）計画の目標

　　誰もが安心して健康に働くことができる社会の究極的な目標である「労働災害をゼロに　

することｊの実現に向け、以下の目標を計画期間中に速成することを目指す。

　　①死亡変容の撲滅を目指して､労働災害による死亡者数について､平成29邨において、

　　平成24年と比較して、15S以上減少させること。

　　②労働災害による休業４日以上の死傷者数について、平成29年において、平成24年と　　

比較して、15%以上減少させること。

（3）計画の内容

　ア重点施策ごとの課題と労働災害防止対策

　　　社会の変化と安全衛生施策の方向性を陥まえて、以下の４つを重点施策とし、「別紙　　

１」に示す。

　　（ア）労働災害、業務上疾病発生状況の変化に合わせた対策の重点化

　　（イ）行政、労傑災害防止団体、業界団体等の連携・協働による労働災害防止の取組

　　（ウ）吐会、企業、労働者の安全・健康に対する意識改革の促進

　　（エ）発注者、製造者、施設等の管理者による取組強化

　イ別紙１において、重点施策ごとに、左欄に「労働災害の動向からみた課題」又は「労　　

備考の健康確保をめぐる課題J、中欄に「行政・団体の行う対策1、右欄に「事業場の　　

行う対策」を掲げ、行政・各団体、事業場がそれぞれの課題に応じ、それぞれの立場　　

で実施すべき対策を明確にすることにより、「計画の目標」達成に向け取り組む。

（4）計画の評価と見直し

　　計両に基づく取組が晋実に実施されるよう、組手､計画の実施状況の確認､評価を行い、

　必要に応じ計画の見直しを検討する。

　　計画の評価に当たっては、単に死傷者の数や目標に掲げた指標の増減のみで評価するの　

ではなく、その背景となりたり、影響を及ぼしたと考えられる社会的指標や社会経済の変　

化も含めて分析を行う。

　※峠|叫の目標は､新政艮戦略（早成22年６月1s目同一決定）において名目3%、奏賀2Sを上回る成城を前提　　

として2020￥までに実現すべき成果目標の１っとして掲げている’労働災害発生件数を３削減|を踏まえ　　

たものである。
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別紙2

行政機関・関係団体一覧

平成25年,j月１日現在

名　称　　　弊欄 ��所在地 �m号

兵家労働局 ��一　　神戸市中央区恥|躊町１丁目１番3号T650‾0044神戸クリスタ･レタワー犯階�咬全期078-367-9152(貧家期078-367-9153

神戸東労慄温準監督署 ��〒65EO024　昌塁昌ご �078-33y5363

神戸西労働基準監督暑 �暑 �〒652-a8o2神戸市兵庫区水木通１ｏＴ目１一５ �07S-567-1お1

一一 �暑 �〒6訃儲監景雲こj7讐a7こT;18‾36 �OF6481－IMI

姫路労働基準監督署 ��〒67EO947姫路市北条１丁目83番地 �079-224-1481

伊丹知聘基準監督署 ��〒664べ沼81　昌昌よ昌1番地6 �072-77Z一石ZZ4

西宮労働基準監督署 �署 �〒6昭一0942晋1こlj7;昌5 �079F26-37胞

肘古川労働丿斟雅盈悟暑 �暑 �〒67F0017加古川市野□町良野１７３７ �07F422-5Q01

西脇労働基準監督署 �暑 �〒677一如15農芸7;工ふ‾３０ �079F22-3S6

但馬労働基準監督署 �署 �〒6呼切31豊岡市大手町９－１５ �0796-22-5145

相生労働基一監督署 �署 �〒67FOり31
;;塁昌昌‾１８ �0791-22-1020

淡路労働基準監督署 �暑 �〒6SEOり14洲本市桑間２８０－２ �079F22-2591-

一

句傘労働基準連合会 �連合会 �〒651-og6　?眉燦閃陽一2 ��078-231一回03

建設業労働災害防止略会　　　　　　gl　
兵車県支部　　　　　　　　　・建災訪 ��〒651-2277

;;;lこS;;?;台1-1－2 ��07S-997一2323

吹上貨物運送事業労働災害防止協

会兵庫県支部 �瞳災防 �〒砧7-卯43
1瓢r発言ドー27 ��07FS8y5S6

港湾貨物啄苦事業労働災害防止協　，
会兵庫県総支部　　　　　港湾災防 ��一　　神戸市中央区港島8－11－3T6SQ‾O04S神戸嘔考教育訓練協会内��07F303喝OL6

林業・木材製造業労働災害防止協　　附
会兵庫県支部　　　　　　　　林災防 ��〒５り芸談ぶ昌之ｉ５５１８ ��07S-371哺607

一老酒混法人日凛凛イヲ協会　ボイラ協　

兵座支部　　　　　会 ��〒65EOり15�神戸市中央区多雁通３－３－１６甲南第一ビル10階�078J51-211S

一睨土団政人日本クレーンS会クレーン　

嫡支部　　　　齢 ��〒67F伺52加古川市東神吉町出河原441晋地１ ��Q7F434-1611

公益社団法人建設荷役車両安全
技商会剱県支部　　　鯖協 ��〒65E卯24�神戸市中央区海嶺通８神陰ビル７０３１ �078-332-49屁

公益財団法人安全衛生技術試験Ｉ試験セン

協会近畿安全衛生技!壮ンターＩター ��〒675-佃07 �加古川胆ｷ野町西之]11字迎野 �079･・38-84SI

２７



地区協会

‥･--－

地区賂会

〒651-0086

-

078-222-1001神戸東労働基準協会

神戸酉労働基準路会

-

姫路労働基準協会

地区協会

-

地区協会

地区協会

〒652哺帥2

-

〒6E哺881

-

〒670べ刃32

〒6飢渇895

078弓?7-5腿9

一

個-641ト8肪1

-

079-224-6886

一-

西宮労働基準協会

加古川労働基準晦会

相生労働基準協会

淡路労働基準協会

兵庫産業保健推進センター

神戸市池膨髪業保健センター

兵嵐県尼崎地域産業保健センター

４庫ｓ肢肖域産g9センタ尚

兵庫県伊丹地域産業保給センター

兵庫県西宮起減産業保健センター

地区晦会

荒
センター

地域塵塚

センター

地域産保

センター

地域産保

センター

言言
優艶

兵庫原加古田地域産業保健センターil??ﾘtj辰

兵庫県西脇附或唖業保健センター
地域産保

センター-

兵庫県但厭世或産業保健ｾ々づ禁来

〒675-0031

〒677-0015
-
〒6a-0027

〒678-0031

〒6弱うOI･j
一

〒65L-00S7

〒6況ﾄやO16

〒661-0012

〒670一司61

〒6a4一個闘

〒6回一個13

神戸市中央区蔵上通４－３－１６

ＫＯ２Ａピル４階

－－--神戸市兵庫区水木遥７－１－１８

メラード次開北館２階

一一-尼崎市昭和通３－９６

尼崎商工会漣所ビル６階

回9U

姫路商工会薗i參池官３階

伊丹市官ノ前２－２－２

伊丹唐ｺﾆ会l紙有内

西宮市箆田町３－１２

加古川市加古川町北在家２００６

氷田ビjﾚ４階匍1号

百協市西脇７７１－１２１

豊岡市若右ｊｌ９－１０

相生市旭１－２－１６

洲本市桑蜀字川端２９５

神戸市中央区御4誦６－１－２０

三宮山田爽風急ビル８階

神戸市中央区橘通４－１－２０

神戸市医師会館内

地綺市衝塚ロ町４－４－８

市民健康男発センターハーティ２１

尼蕎市医師会内

姫銘方面今宿３－７－２１

伊丹市千僧１－１

伊丹市医師会内

保寫市染原酌８－３

西宮健康興発ｾンター内

〒67FO弧8溶血||市曾古川町木村５－３３

西脇市和田町６６８

１脇市多可郡医師会館内

豊岡市城南２３－６豊岡福祉会館

072-77S-6660

079F33-4939

079-421J102

0795-23-3067-

079恥24-腿79-

0791-22-8404

079F23-仮泊7-一一

078-23ひ-0283

07F3SI-1410

06一642&-6333

079-295弓3必

072-775･IU4

079S-2FS62

079-421ぺ536

079S-23-34印

0795-22-1181

49生皿ua-タプこ芦

４ｕｍｓ田々－（忿然
一般社団法人日本労彙た全衛生，

コンサルタント会兵庫支部　Ｉ

関西労災病院勤労者予防医療セ

ンター

神戸労災宿院勤労者予防医療剖労災癩詫

日本作業環境測定協会兵庫支部

兵庫労働衛生団体脇腹会

目測箆

兵唯支部

〒677-0052

-

〒S＆{刄4S

一

〒678-図31

〒65F0626

〒650-oe3

１１階豊岡市医師会内

相生市旭１－６－２８

相生市立廸合福祉会館内

Ｉ洲本市栄町１－１－１２

神戸市中央区栄町通６－１－１７－

２０２

ｆ-･剛ｓ穿市稲葉荘３－１－６９

〒弱ト仙63 1神戸市中央区倣地酒４－１－２３

－．パ尼崎市jj兵町１－１株式会社ケイT69
‾0弱りエヌラポアナリシス内

＿。・神戸市兵庫区荒田町２－１－１２Ｔ邸2
‘0邨y公益荊狸法人兵庫健康財団内

９

0791-23-72舶

一

〇79F2F3633

07S･361-05㈹

06416-1認1

07F23ト弱al

06喝4恥-52ao

078-i7F13㈲



計画期間：平成25年４月１日～平咸30年３月31日

平成25年４月　

兵庫労働局

業種 ��平成14年 ��平成24年 ��増減

建設業 ��|,133人�(23人) �556人 �(16人) �－50 9％（一如.4％）

製造業 ��1.745人�（17人）11,271人 ��(９人) �－27.2％（－47.1％）

第三次産業 ��1,862人�（10人）1 2,008人 ��(10人) �＋78％（士○％）

�小売某 �536人 �(２人) �562人 �（２人） �＋4.9％（士ｏ％）

�社会福祉施設 �128人 �(－) �275人 �（１人） �＋114.8％（十十）

�飲食業 �153人 �(－) �148人 �(－) �－3.3％（　－）

陸上貨物運送事業 ��632人 �(７人) �556人 �（４人） �一12.0％（－42.9％）

全業種合計 ��5.641人�(60人) �4,670人�(43人) �－17.2％（－28.3％）

重点業種対策

　第笠次産業対策j

【目･禰】

小‥売業死傷者数を25妬以上溥少

社会福祉一死傷者数を10今1以上減少

飲食店死傷者数をIS96以上減少

　陸上貨物運送事業対策

【目鼻】死傷者数を10S以上減少

建設業対策

【目標】死亡者数を309以上減少

○小売業

　・大規模店舗･多店鉉展挺l業を重点とした労働災害防止意識の浸透・向上　

・バックヤードを中心とした作業場の安全化

○社会福祉施設

　・社会福祉施設における腰痛対策とＫＹ活動

○飲食店

　－転倒災害、切れ・こすれ災害の防止対策

○荷役作業の労働災害防止対策

○トラック運転者に対する安全衛生教育

○荷主による取組の強化

○足場、はしご、屋根等、様々な場所からの墜落・転落防．

０全国的な人材不足等の状況を踏まえた対策

　・建設現場の統括安全衛生管理の徹底

　・新規に建設楽に就労する看等に対する安全衛生教育

○解体工事における安全対策、アスベストばく露防止対策

○ずい道工事における安全衛生の確保



　顧蓮葉育鏃‾｀゜‾－‾‾゜ｏ機械・備の本質・・ｨﾋ等、機械・書防止肖|

【目標i死亡者数を７人以下　　○リスクアセスメントの取組の推進

値康確保丿職業性疾病対策　

メンタルヘルス対策

過重労働対策

○メンタルヘルス不調予防のための職場改善

○ストレスヘの気づきと対応の促進

○取り組み方がわからない事業場への支援

○職場復帰支援対策の推進

○恒常的長時間労働を発生させない労務管理の推進

○健康診断結果に基づく事後指量、長時間労働者に対する面接指導等

の徹底

腰痛予防対策

化学物質による健康障害

防止対策

　熱中症予防対策

【目標】5年間の奪場での熱中症によ

｣

　　る死傷者数を20S以上減少

業種横断的な取組

リスクアセスメントの

普及促進

○腰痛予防教宵の強化

○社会福祉施設における腰痛予防手法の普及

○特定化学物質障害予防規則等に基づく健康障害防止対策

○自主的な化学物質管理の促進

ＯＷＢＧＴ値を活用した作業環境管理、作業管理

○健康診断結果等に基づく対応、日常の健康管理等

○作業を管理する者及び労働者に対する労働衛生教育

○中小規模事業場へのリスクアセスメントの導入促進

○労働衛生分野のリスクアセスメントの促進

交通労働災害防止対策　ｏ「交通労働災害防止のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に沿った取組

　　　；　I　Li＝f ’･^ J　・;.｀･J･=,f lal’

○経営トップの労働者の安全や健康に関する意識の高揚

○労働災害防止に向けた国民全体の安全・健康意識の高揚、危険感受性の向上

ｄ　’　　　ｚぷﾆｚ「;１π･-｀ｆ＝ａ’ｚ． !１ｉ゙-･

○発注者等による安全衛生への取組強化く荷主、建設工事発注者）

○製造段階での機械の安全対策の強化
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